
































































































































































  検視官「ここに送られてきた棺をすべて埋めるのではないのですか。」 
  墓堀人「棺はすべてです。」 
  検視官「というと死体はすべてではないと？」 
  墓堀人「ええ、私が棺を埋める前に取られてますからね。」 
  検視官「どうやって！」 
  墓堀人「いや、だって、一日でできる作業以上の棺がくるんですから。次の日まで放って
おくのですよ。その間に彼らが盗んでいくんです。」 
  検視官「でもどこに放置しておくのです？」 
  墓堀人「墓のそばですよ。」 
  検視官「それで朝になってみて棺の中に死体がないと知ったとき、どうするのですか。」 



























































かのサロンや売春宿を所有していました。1875 年 2月 21日の『インクワイラー』の記事で、
当時、浸透していた人種のステレオタイプにも関わらず、ハーンはピケットを美徳と不徳を
持ち合わせる人間として描いています。時には法も侵し訴えられますが、お金のない人に食
べ物や住むところを与えてあげる親切な人物だったからです。ハーンは、白人の人々がほと
んど知らないシンシナティの深部に入って、鋭い洞察を行ったのです。 
 
おわりに  
どのようなキャラクターをハーンが語り手・参加者として自分の作品の中に登場させたとし
ても、時に悪戯好きな人物、へまをしてしまう人、暴露記者や鋭い観察者としてでも、自己を
登場させるという手法は、読者を楽しませ、驚きを与え、彼らの目を開かせました。こうする
ことによって、彼は読者たちの世界を広げ、そして彼の生涯にわたる執筆活動の基礎を築いた
のです。 
注）読み易さを考慮し、訳者が段落番号を付した 
  
